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国産長期滞留型小型 USV で初、複数センサによる空間認識を用いた自動揚収機能の実証に成功。USV コ
ンステレーション社会実装に向けた必須要素技術を獲得 

2026 年 6 月 10 日 
 
 株式会社 Oceanic Constellations（以下「当社」）は、2026 年 6 月 4 日に実施いたしました、水上無人
機 （USV ：Unmanned Surface Vehicle）の自動揚収機能の実証に成功いたしましたので、お知らせいたし
ます。本実証は、国産長期滞留型 USV において、人間の操作および揚収用ランチャーへのマーカー等の
協調設備を一切用いず、USV 搭載の画像認識機能を含む自律航行機能のみによってランチャーへの自動
格納を実現した、国内初の事例(当社調べ)となります。 
  

■実証の概要 

本実証では、洋上を自律航行する USV が、揚収用ランチャーに対し自機のカメラを含む複数センサの情
報を統合した空間認識により位置・姿勢を把握し、経路計画から進入・格納までの一連の動作を、地上ま
たは母船からの遠隔操作を介さず、完全自律で完遂しました。ランチャー側には AR/QR マーカー、音響
ビーコン、磁気ガイド等の協調的な誘導設備を設置しておらず、USV 側の搭載センサと認識アルゴリズ
ム、自律航行制御のみで揚収を成立させた点に大きな特徴があります。実証は、京浜ドックの造船・艤装
現場およびその知見・設備の提供のもと、現実的な海象条件下で実施いたしました。 
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■本実証の意義 

当社が構想する USV コンステレーションは、将来的に多数機の USV を長期間にわたり海洋上で運用し
続けることを前提としています。その運用において、機体の回収・整備・再配備を都度有人で実施するこ
とは、人員・コスト・安全性のいずれの観点からも現実的ではなく、自動揚収は、サービスとしての継続
運用を可能とするための必須機能と位置付けています。今回、ランチャー側に協調設備を設けず、USV 側
の空間認識と自律航行のみで揚収を成立させたことは、ランチャーの設置自由度を高め、母船・洋上プラ
ットフォーム・沿岸拠点など多様な揚収拠点への展開可能性を拓くものです。 
また、国産長期滞留型 USV における同種の自動揚収実証は、当社の把握する限り国内初の事例です。本
実証では、洋上の動揺環境下における精緻な接近制御技術、ランチャーを認識・空間把握を行う認識技
術、これらを統合する自律航行制御技術といった、USV コンステレーションのサービス化に不可欠な複
数の要素技術を一度に検証・獲得しており、当社の自律航行機能の成熟度を大きく前進させるマイルスト
ンとなりました。 

■京浜ドックとの連携について 

本実証は、当社が日本郵船グループの京浜ドック株式会社と進めてきた、USV 量産を見据えた連携実証
の一環として実施されたものです。京浜ドックとの取組では、造船・修繕・艤装等の現場知見と設備を活
用し、USV を実証機にとどめず、将来的に多数機を安定的に製造・整備・運用していくための量産実証を
進めてまいりました。今回の自動揚収実証は、その量産・運用体制構築の流れの中で、運用フェーズにお
ける中核機能である「無人での回収」を技術的に裏付けるものであり、製造から運用までを一気通貫で担
う体制整備に向けた重要な一歩です。 

■今後の展開 

当社は本実証で獲得した自動揚収技術を基盤に、より厳しい海象条件下での実証、複数機同時揚収、母船
搭載型ランチャーへの展開等を順次進めてまいります。あわせて、海洋監視、洋上インフラ保全、海洋デ
ータ取得、海洋安全保障、洋上宇宙インフラ支援等のユースケースにおいて、エンドユーザーの皆様およ
び政府機関の皆様と連携した運用実証を加速し、USV コンステレーション「海の衛星群®」の社会実装を
進めてまいります。 

 
 株式会社 Oceanic Constellations について 
 Oceanic Constellations は、海洋・宇宙・IT・アカデミック・自動車・公官庁・航空機など多様な分野
出身のメンバーが集結し、2023 年 11 月に創業した鎌倉発の海洋スタートアップ企業です。創業以来累計
で約 40 億円の資金調達実績を持ち、現在 50 名弱のメンバーにより構成されています。多数の USV を海
洋上に配置し、海洋通信ネットワーク制御とエネルギーマネジメントを融合した群制御技術を実装する
ことで、USV コンステレーションプログラム「海の衛星群®」を構築し、ハードウェアからフィジカル AI
実装まで垂直に統合開発を行いつつ、広域海洋監視等のサービス展開を目指しています。USV コンステ
レーション構築に必須となる海洋群制御関連特許につき 22 件の権利化を実現しており、グローバル市場
を見据えた特許網構築戦略を推進しています。また、中央省庁、地方自治体、海洋関連産業、アカデミア
等、多様なステークホルダーとの連携を進めており、既に複数の政府契約および海洋事業者からの契約獲
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得実績を重ねており、2027 年の本格事業化に向けて事業・技術の統合開発を進めております。 
会社名 株式会社 Oceanic Constellations(オーシャニック・コンステレーションズ) 

*略称： OC（オーシー） 
本社 神奈川県鎌倉市御成町 8 番 28 号 
代表者 共同代表取締役 CEO 本田 拓馬 

共同代表取締役 CEO 小畑 実昭 
創業 2023 年 11 月 22 日 
Website https://www.oceanic-constellations.com/ 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

会社名 株式会社 Oceanic Constellations(オーシャニック・コンステレーションズ) 
本社 神奈川県鎌倉市御成町 8 番 28 号 
問合わせ先 press-communication@oceanic-constellations.com 

担当：松尾 
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